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水月湖コアの長鎖脂肪酸水素安定同位体比にみられる十年規模変動

Decadal oscillation in hydrogen stable isotope ratio of long chain fatty

acids in Lake Suigetsu sediment core
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　我が国の気候は太平洋十年規模変動（PDO）やモンスーン，エルニーニョ南方振動の影響を受けている．本

研究では，福井県水月湖コアの長鎖n-脂肪酸の水素同位体比を分析することにより，西暦1362～1662年と

1853～2017年の降水同位体比の変動を推定した．長鎖n-脂肪酸の水素同位体比δD値は-120 ‰から-170 ‰

の範囲で十年規模の変動を示した． 1362～1662年の期間のδD変動は別府湾のアルケノン水温変動と対応し

ており，別府湾水温が高いとき，δD値が高い傾向がみられた．別府湾の水温が太平洋十年規模変動に対応し

ていることを考えると，水月湖コアに記録されている長鎖n-脂肪酸δDの変動は太平洋十年規模変動に応答し

た降水同位体比の変動を反映している可能性が高い．名古屋での降水の同位体比は梅雨前線の位置の影響を受

け，名古屋よりも北側で梅雨前線が停滞している時に高く，南側で停滞しているときには低くなることが報告

されている（Kurita et al., 2015 Climate of the Past）．1362～1662年の期間では， PDOが負の時（別府湾

水温が高いとき），梅雨前線の平均的位置が北上していたことが推察された．
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